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『
環
湖
帖
』
の
旅
を
訪
ね
る

湯　

城　

吉　

信

は
じ
め
に

　

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
は
、
懐
徳
堂
関
係
者
の
琵
琶
湖
行

を
題
材
に
し
た
画
帖
『
環
湖
帖
』
が
貴
重
書
と
し
て
保
存
さ
れ
て

い
る
。
縦
二
六
㎝
、
横
三
四
㎝
の
立
派
に
装
丁
さ
れ
た
折
り
本
で

あ
る
。
同
画
帖
で
は
、
琵
琶
湖
の
名
所
十
一
地
点
を
取
り
上
げ
、

岩
崎
象
外
の
画
に
中
井
竹
山
・
履
軒
、
加
藤
景
範
の
漢
詩
、
和
歌

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
序
文
（
履
軒
漢
文
）
や
跋
文
（
景
範
和
文
）

に
よ
れ
ば
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
夏
に
船
で
琵
琶
湖
を
一
周

し
、
帰
阪
後
、
旅
行
を
回
顧
す
べ
く
画
家
の
象
外
に
画
を
請
い
、

竹
山
、
履
軒
が
漢
詩
を
、
景
範
が
和
歌
を
添
え
た
と
い
う
（
成
書

は
天
明
八
年
（
一
七
八
八
））。

　

履
軒
は
俗
人
が
知
ら
な
い
場
所
を
取
り
上
げ
た
と
自
負
す
る（

注
）

。

そ
れ
で
は
、『
環
湖
帖
』
は
ど
の
よ
う
な
場
所
を
取
り
上
げ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
二
九
日
、
三
〇

日
、
九
月
二
九
日
、
三
〇
日
の
四
日
間
、『
環
湖
帖
』
が
取
り
上

げ
る
十
一
地
点
を
訪
ね
た
。本
稿
は
そ
の
現
地
調
査
報
告
で
あ
る
。

画
に
附
さ
れ
た
詩
歌
も
附
記
す
る
。

（
注
）
序
文
冒
頭
「
環
湖
皆
山
也
、
其
尤
幽
邃
奇
絶
者
世
多
不
之
識
。
而
其
所

伝
称
者
、
非
官
道
所
由
即
愚
民
賽
祷
所
歴
、
往
々
非
其
至
也
者
。」

『
環
湖
帖
』
が
取
り
上
げ
る
十
一
地
点

　

以
下
、『
環
湖
帖
』
が
取
り
上
げ
る
十
一
地
点
に
つ
い
て
、『
環

湖
帖
』の
画
を
挙
げ
、
現
地
の
現
在
の
様
子
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

地
点
は
大
津
か
ら
時
計
回
り
に
並
ん
で
い
る
。
実
際
に
訪
れ
た
順

番
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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一
、
園お
ん

城じ
ょ
う

寺じ

（
三
井
寺
）
観
音
堂　
　
附
：
竹
山
詩

　

画
は
、
観
音
堂
の
後
方
よ
り
、
対
岸
の
三
上
山
（
近
江
富
士
）

や
唐
崎
、
そ
れ
に
琵
琶
湖
西
岸
を
鳥
瞰
し
た
構
図
に
な
っ
て
い
る

（
画
１
）。

　

現
在
、
三
上
山
、
唐
崎
、
琵
琶
湖
西
岸
は
い
ず
れ
も
観
音
堂
附

近
か
ら
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
三
上
山
は
、
現
在
の
観
音
堂
か

ら
は
マ
ン
シ
ョ
ン
に
隠
れ
て
見
え
ず
、
観
音
堂
か
ら
一
段
上
が
っ

た
丘（『
近
江
名
所
図
会
』の
画
に
よ
る
と
、
天
神
が
あ
っ
た
場
所
）

か
ら
わ
ず
か
に
見
え
る
ば
か
り
で
あ
る
（
写
真
１
）。（
三
井
寺
の

北
に
あ
る
大
津
市
歴
史
博
物
館
か
ら
は
き
れ
い
に
見
え
る
。）
唐

崎
は
写
真
２
の
よ
う
に
見
え
、
琵
琶
湖
西
岸
は
そ
の
さ
ら
に
西
に

目
を
や
っ
て
よ
う
や
く
視
界
に
入
る
。

　

つ
ま
り
、『
環
湖
帖
』
の
画
の
構
図
は
、
実
景
を
一
幅
に
縮
め

た
も
の
だ
と
言
え
る
。
な
お
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
に
展
示
さ
れ

て
い
た
明
治
期
の
写
真
に
よ
る
と
、
明
治
期
の
観
音
堂
附
近
は
今

ほ
ど
樹
木
が
繁
茂
し
て
お
ら
ず
眺
望
が
開
け
て
い
る
。
江
戸
時
代

も
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

高
閣
大
悲
像　

俯
闚
平
地
科　

千
手
掬
銀
漢　

瀉
為
万
頃
波

�

竹
山　

＊
大
悲
は
観
音
。

画
１　

園
城
寺
（
三
井
寺
）（
字
：
観
音
閣
、
大
津
、
唐
崎
、
三
上
山
）�
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写
真
１　

観
音
堂
上
か
ら
の
眺
望
（
右
上
に
三
上
山
が
見
え
る
）�

写
真
２　

同
上
（
湖
岸
か
ら
突
き
出
し
た
部
分
が
唐
崎
）�
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画
２　

真
野
浦
（
間
野
浦
）�

二
、
真ま

野の

浦　
　
附
：
景
範
歌

　

真
野
は
現
在
、
琵
琶
湖
大
橋
の
す
ぐ
北
に
位
置
す
る
（
写
真

３
）。
附
近
に
は
葦
原
が
残
り
、
往
時
を
髣
髴
と
さ
せ
て
く
れ
る
。

画
（
画
２
）
に
近
い
構
図
で
写
真
を
撮
る
こ
と
も
で
き
た
（
写
真

４
）。
た
だ
、
近
年
オ
ー
プ
ン
し
た
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

が
対
岸
を
占
拠
し
て
い
る
の
が
目
障
り
で
あ
る
。

　
『
環
湖
帖
』
が
こ
こ
を
取
り
上
げ
る
の
は
何
よ
り
歌
枕
で
あ
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
画
に
は
、『
金
葉
和
歌
集
』
の
「
う
づ
ら
な
く

真
野
の
入
江
の
浜
風
に
尾
花
波
よ
る
秋
の
夕
暮
れ
」
を
踏
ま
え
た

景
範
の
和
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
む
あ
き
の　

お
ば
な
か
な
み
も　

お
も
か
げ
に

　
　
　
　
　

な
つ
く
さ
な
び
く　

ま
の
の
う
ら
か
ぜ　
　
景
範

懐徳堂研究　第 2 号　平成 23 年 2 月 28 日
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写
真
３　

道
の
駅
か
ら
琵
琶
湖
大
橋
を
望
む�

写
真
４　

今
も
残
る
真
野
の
葦
原�
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三
、
楊や
ま

梅も
も

の
滝
（
布
引
の
滝
）　　
附
：
竹
山
詩

　

画
で
は
、
滝
へ
の
道
と
山
肌
か
ら
姿
を
見
せ
る
滝
の
様
子
が
描

か
れ
て
い
る
（
画
３
）。
現
在
、
小
松
駅
を
や
や
登
っ
た
場
所
に

「
楊
梅
滝
道
」
の
道
標
（
昭
和
初
期
建
立
）
が
あ
り
、
そ
の
辺
り

か
ら
見
る
景
色
は
画
を
彷
彿
と
さ
せ
て
く
れ
る（
写
真
５
）。た
だ
、

滝
を
望
む
こ
と
は
で
き
ず
、
山
並
み
も
画
と
は
違
う
。

　

画
に
や
や
近
い
滝
の
様
子
は
現
在
の
滝
見
台
か
ら
望
む
こ
と
が

で
き
る
（
写
真
６
）。
楊
梅
の
滝
は
、
標
高
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以

上
に
位
置
し
、
現
在
も
梯
子
を
伝
っ
て
急
な
山
道
を
登
ら
な
い
と

行
け
な
い
。
画
に
あ
る
の
は
雄
滝
で
落
差
は
四
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

あ
る
。
個
人
的
な
話
だ
が
、
筆
者
は
以
前
、
真
夏
に
比
良
山
に
登

り
、
比
良
山
か
ら
小
松
に
下
り
た
際
、
こ
の
滝
の
涼
し
さ
に
に
救

わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

小
松
駅
端
山

瀑
懸
布
幾
匹

来
往
綺
紈
子

看
取
天
公
質　
　
竹
山

画
３　

比
良
山
楊
梅
滝
（
字
：
比
良
嶽
、
布
瀑
）�
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写
真
５　

楊
梅
の
滝
へ
の
道�

写
真
６　

滝
見
台
か
ら
望
む
楊
梅
の
滝
（
雄
滝
）�

（
注
…
二
十
二
頁
）　

小
林
博
「
湖
岸
景
観
の
保
全
」（
琵
琶
湖
研
究
所
ニ
ュ
ー

ス
『
オ
ウ
ミ
ア
』
二
五
号
、
滋
賀
県
琵
琶
湖
研
究
所
）
に
よ
る
。
同
論

考
は
、
こ
の
開
鑿
で
海
津
大
崎
の
岩
礁
が
身
近
に
な
っ
た
と
い
う
が
、

そ
の
た
め
に
湖
南
か
ら
よ
り
身
近
に
あ
っ
た
岩
礁
が
破
壊
さ
れ
た
こ
と

は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

『環湖帖』の旅を訪ねる ― 湯城吉信
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四
、
鎧
よ
ろ
い

岩い
わ　
　
附
：
景
範
歌

　

画
で
は
、
湖
に
突
き
出
し
た
岩
が
描
か
れ
て
い
る
（
画
４
）
が
、

現
在
は
完
全
に
な
く
な
っ
て
い
る
。
十
一
地
点
の
中
で
古
今
の
変

化
が
も
っ
と
も
大
き
い
場
所
で
あ
る
と
言
え
る
。
小
松
の
北
、
白

髭
神
社
の
南
の
、
丘
が
湖
に
突
き
出
し
た
地
点
で
あ
る
。
現
在
は

場
所
を
示
す
表
示
も
一
切
な
く
、
車
で
は
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
。

　
『
近
江
名
所
図
会
』（
一
八
一
五
年
）
や
『
近
江
輿
地
誌
略
』（
一

七
三
四
年
）
に
よ
る
と
、
こ
こ
は
、
岩
の
形
と
色
が
鎧
の
よ
う
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
鎧
岩
と
呼
ば
れ
た
。
落
石
も
多
く
、
交
通
の
大

き
な
障
害
に
な
っ
て
い
た
。
今
も
写
真
７
の
す
ぐ
左
横
に
は
、
落

石
か
ら
の
安
全
を
祈
る
岩
除
地
蔵
が
あ
る
。
こ
の
鎧
岩
は
明
治
一

四
年
に
開
鑿
さ
れ
道
が
造
ら
れ
た

（
注
…
二
十
一
頁
）
。
道
の
改
良
は
平
成
に
な
っ
て

か
ら
も
行
わ
れ
、
現
在
、
国
道
一
六
一
号
線
は
写
真
７
の
よ
う
に

ま
っ
す
ぐ
に
な
り
、
そ
の
下
の
湖
岸
も
写
真
８
の
よ
う
に
単
調
な

姿
を
呈
し
て
い
る
。

　

同
地
は
、『
近
江
名
所
図
会
』
や
『
近
江
輿
地
誌
略
』
に
も
画

が
見
え
な
い
。『
環
湖
帖
』
の
画
は
実
景
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
だ

ろ
う
が
、
歴
史
上
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

か
も
め
た
つ　

い
そ
の
し
ら
な
み　

岩
根
松

　
　
　
　
　
　

海
み
や
ら
れ
ぬ　

き
し
つ
た
ひ
か
な　
　
景
範

画
４　

鎧
岩�
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写
真
７　

鎧
岩
を
開
削
し
て
で
き
た
国
道
一
六
一
号
線�

写
真
８　

同
上
国
道
下
の
湖
岸�
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五
、
白し
ら

髭ひ
げ

神
社　
　
附
：
履
軒
詩

　

白
髭
神
社
は
、
湖
に
鳥
居
が
あ
り
（
写
真
10
）、
近
江
の
厳
島

と
も
呼
ば
れ
る
。
画
は
、
神
社
の
上
か
ら
境
内
と
湖
を
俯
瞰
し
た

構
図
に
な
っ
て
い
る
（
画
５
）。
現
在
も
絵
に
描
か
れ
た
本
殿
、

一
段
上
の
内
宮
・
外
宮
と
も
に
現
存
し
、
画
が
実
景
に
近
い
も
の

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
（
写
真
９
）。
た
だ
し
、
こ
の
画
で

は
悠
然
と
船
を
こ
ぐ
翁
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
水
上

バ
イ
ク
が
爆
音
を
あ
げ
（
写
真
10
）、
湖
岸
沿
い
の
国
道
一
六
一

号
線
も
ひ
っ
き
り
な
し
に
車
が
通
っ
て
い
た
。

　
『
環
湖
帖
』
が
こ
こ
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
白
髭
神
社
を
称
え

る
た
め
で
は
な
く
、
湖
の
幽
邃
さ
を
愛
で
る
た
め
で
あ
る
。
履
軒

は
、「
神
主
（「
赭
背
香
火
侶
」
は
祭
神
猿
田
彦
を
蔑
む
か
）
は
こ

の
景
色
を
愛
で
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
湖
で
魚
を
釣
る
翁
を
訪
ね

桑
海
の
変
を
語
り
た
い
」と
神
道
へ
の
侮
蔑
を
露
わ
に
し
て
い
る
。

祭
神
の
猿
田
彦
が
数
百
年
生
き
て
湖
が
草
原
と
な
る
の
を
数
回
目

に
し
た
と
い
う
神
社
の
縁
起
（『
近
江
輿
地
誌
略
』
巻
三
十
）
を

皮
肉
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

赭
背
香
火
侶

那
堪
談
賞
心

湖
上
尋
釣
翁

欲
訪
桑
田
変　
　
履
軒

画
５　

白
髭
神
社
（
白
髭
祠
）�

懐徳堂研究　第 2 号　平成 23 年 2 月 28 日
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写
真
９　

内
宮
よ
り
本
殿
を
望
む�

写
真
10　

白
髭
神
社
鳥
居
（
水
上
バ
イ
ク
が
見
え
る
）�

『環湖帖』の旅を訪ねる ― 湯城吉信

25



六
、
海か
い

津づ　
　
附
：
景
範
歌

　

画
で
は
、
海
津
の
集
落
と
竹
生
島
が
描
か
れ
て
い
る
（
画
６
）。

現
在
、
海
津
は
湖
岸
、
集
落
と
も
に
往
年
を
思
わ
せ
る
落
ち
着
い

た
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い
る
（
写
真
11
）。
た
だ
、
竹
生
島
が

画
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
見
え
る
の
は
海
津
の
町
か
ら
数
百
メ
ー

ト
ル
南
に
行
っ
た
辺
り
か
ら
で
あ
る
（
写
真
12
）。
画
は
実
景
を

縮
め
て
一
幅
に
収
め
た
も
の
だ
と
言
え
る
。

　

な
お
、
こ
の
画
の
左
に
せ
り
出
し
た
部
分
が
海
津
大
崎
で
、
今

は
そ
の
岩
礁
と
桜
並
木
で
知
ら
れ
、
琵
琶
湖
八
景
に
も
選
ば
れ
て

い
る
。

お
ぼ
つ
か
な　

こ
よ
ひ
か
い
つ
に　

や
ど
と
れ
で

　

く
る
る
う
ら
は
（
浦
わ
）
を　

あ
す
に
ぞ
は
み
め　
　
景
範

画
６　

海
津
（
字
：
竹
生
島
）�

懐徳堂研究　第 2 号　平成 23 年 2 月 28 日
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写
真
11　

海
津
の
集
落�

写
真
12　

海
津
南
よ
り
竹
生
島
を
望
む�
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七
、
賤し
ず

ヶが

岳た
け

（
余よ

呉ご

湖こ

）　　
附
：
履
軒
詩

　

画
に
は
「
志
津
嶽
（
＝
賤
ヶ
岳
）」
と
「
余
吾
湖
＝
余
呉
湖
」

の
文
字
が
見
え
、
余
呉
湖
の
北
か
ら
南
に
賤
ヶ
岳
を
望
む
構
図
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
画
７
）。
現
在
、
同
様
の
角
度
で

眺
め
る
と
写
真
13
の
よ
う
で
あ
り
（
山
並
み
の
左
半
分
で
い
ち
ば

ん
高
い
部
分
が
賤
ヶ
岳
山
頂
）、
山
並
み
は
画
ほ
ど
起
伏
が
な
い
。

山
並
み
は
む
し
ろ
余
呉
湖
か
ら
北
の
景
色
に
近
い
と
も
言
え
そ
う

だ
（
写
真
14
）
が
、
要
す
る
に
画
は
賤
ヶ
岳
を
強
調
し
た
デ
フ
ォ

ル
メ
な
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
左
右
の
幅
も
実
景
よ
り
も
縮
ま
っ

て
い
る
。

　

一
行
が
は
る
ば
る
余
呉
湖
の
北
ま
で
足
を
運
ん
だ
か
ど
う
か
は

定
か
で
は
な
い
。
履
軒
の
詩
（
七
本
鎗
を
称
え
る
）
を
見
れ
ば
わ

か
る
よ
う
に
、
こ
の
場
所
を
取
り
上
げ
た
の
は
賤
ヶ
岳
の
戦
い
の

舞
台
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
歴
史
に
重
点
を
置
く
選
定
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。

湖
水
変
血
後

七
戟
雁
行
蹟

風
急
暮
雲
黒

叱
咤
在
耳
目　
　
履
軒

画
７　

賤
ヶ
岳
（
志
津
嶽
）（
字
：
余
吾
湖
）�
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写
真
13　

余
呉
湖
北
よ
り
賤
ヶ
岳
を
望
む�

写
真
14　

余
呉
湖
南
よ
り
北
を
望
む�
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八
、
伊
吹
山　
　
附
：
景
範
歌

　

画
で
は
、
山
頂
手
前
が
尾
根
と
な
り
盛
り
上
が
っ
た
伊
吹
山
と

麓
の
水
郷
の
様
子
と
が
描
か
れ
て
い
る
（
画
８
）。
こ
の
山
容
は

西
か
ら
の
実
景
に
近
く
、
そ
の
偉
容
は
今
も
対
岸
の
高
島
付
近
か

ら
も
望
む
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
15
）。
た
だ
し
、
現
在
、
盛
り

上
が
っ
た
部
分
は
石
灰
採
掘
の
た
め
削
ら
れ
、
痛
々
し
い
岩
肌
が

露
わ
に
な
っ
て
い
る
（
伊
吹
山
南
の
米
原
か
ら
は
直
線
状
に
抉
ら

れ
た
山
容
が
見
え
る
）。
こ
の
石
灰
採
掘
は
今
後
も
続
け
ら
れ
何

百
年
か
後
に
は
山
腹
ま
で
掘
り
進
む
と
い
う
。
湖
東
の
名
山
は
全

く
そ
の
姿
を
変
え
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
伊
吹
山
は

琵
琶
湖
か
ら
は
離
れ
て
い
る
。
画
の
水
郷
の
様
子
は
実
際
に
は
さ

ら
に
南
の
湖
岸
部
で
な
け
れ
ば
望
め
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
画
に
付
け
ら
れ
た
二
首
の
和
歌
（
景
範
作
）
の
中
、

前
者
は
『
後
拾
遺
集
』
の
「
か
く
と
だ
に 

え
や
は
い
ぶ
き
の 

さ

し
も
草 

さ
し
も
知
ら
じ
な 

燃
ゆ
る
思
ひ
を
」
を
踏
ま
え
る
。

さ
み
だ
れ
の　

は
れ
ま
な
が
ら
に　

い
ぶ
き
や
ま

　
　
　
　
　
　
　

も
ゆ
て
ふ
草
は　

猶
し
げ
り
つ
つ　
　
景
範

あ
め
晴
て　

ま
さ
る
み
か
さ
に　

く
が
み
ち
の

　
　
　
　
　
　

木
々
の
陰
ゆ
く　

に
ほ
の
う
ら
ふ
ね　
　
景
範

画
８　

伊
吹
山
（
伊
福
山
）�
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写
真
15　

対
岸
の
高
島
付
近
よ
り
伊
吹
山
を
望
む�

九
、
彦
根　
　
附
：
竹
山
詩

　

彦
根
城
は
明
治
期
に
解
体
の
危
機
を
免
れ
現
在
に
残
る
名
城
で

あ
る
。
画
は
そ
の
彦
根
城
を
南
東
か
ら
望
む
構
図
と
な
っ
て
い
る

（
画
９
）。
画
は
城
下
町
と
琵
琶
湖
の
位
置
は
実
際
通
り
だ
が
、
天

守
閣
の
様
子
は
実
景
と
違
う
。
実
際
の
天
守
閣
は
三
層
構
造
で
、

向
き
も
こ
の
画
か
ら
右
に
九
〇
度
ほ
ど
回
し
た
方
を
向
く
。ま
た
、

三
井
寺
同
様
、
実
際
に
こ
の
よ
う
に
見
え
る
地
点
は
存
在
し
な
い

（
視
点
は
上
空
に
あ
る
）。
画
に
近
い
視
点
を
求
め
る
と
、
訪
問
当

時
（
八
月
）
特
別
公
開
さ
れ
て
い
た
佐
和
口
多
聞
櫓
内
の
展
示
模

型
の
写
真
を
提
供
す
る
し
か
な
か
っ
た
（
写
真
16
）。

　

な
お
、
こ
の
画
に
は
、
井
伊
氏
二
代
の
治
世
を
称
え
る
竹
山
の

詩
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
賤
ヶ
岳
と
同
じ
く
、
歴
史
に
重
点
が
あ

る
選
定
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

両
世
攀
龍
業

　

同
兼
将
相
資

　

金
亀
城
郭
壮

　

自
樹
万
年
基　
　
竹
山

『環湖帖』の旅を訪ねる ― 湯城吉信
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画
９　

彦
根
城�

写
真
16　

彦
根
城
模
型�
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十
、
安
土
山
摠
見
寺
（
總
見
寺
）　　
附
：
景
範
歌

　

画
で
は
、
山
腹
に
建
つ
摠
見
寺
の
建
築
群
と
そ
の
下
に
広
が
る

湖
（
小
中
の
湖
）
が
描
か
れ
て
い
る
（
画
10
）。
明
治
二
六
年
の

地
形
図
（
写
真
17
）
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
安
土
山
は
琵
琶

湖
の
内
湖
に
突
き
出
し
た
要
衝
の
地
に
あ
り
、絶
景
を
誇
っ
た（
写

真
18
）。
だ
が
、
太
平
洋
戦
争
中
か
ら
始
ま
っ
た
干
拓（

注
）
に
よ
り
多

く
の
内
湖
と
複
雑
な
湖
岸
が
失
わ
れ
（
写
真
19
）、
現
在
、
安
土

山
の
周
り
は
陸
地
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
摠
見
寺
も
二
王
門
と
三
重
の
塔
以
外
は
江
戸
末
期
に
焼

失
し
た
。『
近
江
名
所
図
会
』
に
見
え
る
摠
見
寺
の
伽
藍
（
写
真

20
）
を
見
る
と
、『
環
湖
帖
』
の
建
物
が
ほ
ぼ
実
際
通
り
描
か
れ

て
い
る
の
を
確
認
で
き
る
が
、
清
水
の
舞
台
の
よ
う
に
せ
り
出
し

た
眺
望
閣
は
な
く
、
実
際
に
は
庫
裏
だ
っ
た
よ
う
だ
。
画
は
眺
望

を
強
調
す
る
あ
ま
り
の
デ
フ
ォ
ル
メ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
険
し
い

石
段
（
写
真
21
）
を
登
り
、
摠
見
寺
跡
か
ら
眼
下
を
見
渡
す
と
、

今
も
干
拓
を
免
れ
た
西
の
湖
が
望
め
、
往
時
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で

き
た
（
写
真
22
）。

（
注
）
太
平
洋
戦
争
中
、
食
糧
増
産
を
図
り
、
干
拓
が
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
干

拓
に
は
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
中
学
生
が
動
員
さ
れ
た
他
、
ア
メ
リ
カ

の
捕
虜
も
働
か
さ
れ
た
と
い
う
。

山
寺
の　

く
に
を
つ
く
し
て　

見
わ
た
せ
ば

　
　
　
　
　
　
　

か
ぎ
り
あ
り
け
り　

嶋
の
海
つ
ら　
　
景
範

や
ま
て
ら
を　

く
だ
ら
む
と
す
れ
ば　

な
ご
り
そ
ふ

　
　
　
　
　
　
　

な
み
ま
の
空
に　

み
か
月
の
影　
　
　
景
範

画10　安土山摠見寺（字：円通閣）
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写
真
17　

明
治
25
年
の
内
湖
の
様
子
（
安
土
城
跡
案
内
板
）�

写
真
18　

�

南
東
か
ら
望
む
安
土
山�

（
左
か
ら
一
つ
め
の
頂
が
摠
見
寺
跡
地
、
二
つ
め
の
高
い
頂
が
安
土
城
跡
）�
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写
真
19　

現
在
の
安
土
山
附
近
（
安
土
城
跡
案
内
板
）�

写
真
20　
『
近
江
名
所
図
会
』
に
見
え
る
摠
見
寺�
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写
真
21　

摠
見
寺
二
王
門
へ
向
か
う
石
段�

写
真
22　

摠
見
寺
跡
か
ら
眼
下
を
望
む�
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十
一
、
長
命
寺　
　
附
：
履
軒
詩

　

安
土
山
の
西
に
長
命
寺
山
が
あ
り
、
琵
琶
湖
に
せ
り
出
し
て
い

る
（
写
真
23
）。
画
で
は
、
琵
琶
湖
に
望
む
山
の
中
腹
に
長
命
寺

の
三
重
の
塔
が
描
か
れ
（
こ
れ
も
山
並
み
は
実
際
と
か
な
り
違

う
）、
湿
原
か
ら
長
命
寺
へ
と
続
く
道
が
綿
々
と
描
か
れ
て
い
る

（
画
11
）。
以
前
は
こ
の
長
命
寺
山
の
南
部
・
東
部
と
も
に
湿
地
や

内
湖
で
あ
っ
た
。（『
環
湖
帖
』
冒
頭
の
地
図
で
は
内
湖
と
い
う
よ

り
、
陸
地
が
島
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
（
画
12
）。）

　

画
や
履
軒
の
詩
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
長
命
寺
自
体
で
は

な
く
そ
こ
（
仙
境
）
へ
至
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
現
在
は
、
長

命
寺
川
河
口
付
近
の
葦
の
様
子
が
往
時
を
や
や
し
の
ば
せ
て
く
れ

る
程
度
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
今
に
残
る
唯
一
の
内
湖
西
の
湖
の

画
11　

長
命
寺�

風
景
を
挙
げ
、
当
時
の
湿
原

の
様
子
を
想
像
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
す
る
（
写
真
24
）。

菰
蒲
出
水
短

暮
鐘
隔
岫
声

徐
々
経
橋
門

漸
々
入
佳
境�

履
軒

画12　『環湖帖』冒頭地図
（拡大、地名表記原画通り）
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写
真
23　

南
よ
り
長
命
寺
山
を
望
む�

写
真
24　

現
在
の
西
の
湖�

懐徳堂研究　第 2 号　平成 23 年 2 月 28 日

38



お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
環
湖
帖
』
の
取
り
上
げ
る
十
一
地
点
の
現
況
を

確
認
し
、
原
画
の
構
成
を
分
析
し
た
。

　
『
環
湖
帖
』
の
画
は
お
お
む
ね
写
生
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
た

だ
、
帰
阪
後
に
描
か
れ
た
た
め
、
山
並
み
は
実
景
と
一
致
せ
ず
、

ま
た
、
一
枚
の
写
真
に
は
収
ま
り
切
ら
な
い
景
色
を
一
枚
に
収
め

て
い
る
点
、
視
点
が
空
中
に
置
か
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
実
際
と

合
わ
な
い
。

　
『
環
湖
帖
』
で
特
筆
す
べ
き
点
は
二
点
あ
る
。

　

一
つ
は
、
近
江
八
景
、
琵
琶
湖
八
景
と
の
異
同
で
あ
る
。『
環

湖
帖
』
の
取
り
上
げ
る
十
一
地
点
は
琵
琶
湖
全
域
に
分
布
し
て
お

り
、
市
井
か
ら
か
け
離
れ
た
風
景
を
愛
で
る
も
の
が
多
く
を
占
め

て
い
る
。
西
国
三
十
三
所
札
所
に
含
ま
れ
る
寺
院
（
園
城
寺
、
長

命
寺
）
や
神
社
も
取
り
上
げ
る
が
、
建
物
で
は
な
く
景
色
に
重
点

が
あ
る
。
ま
た
、
歌
枕
や
歴
史
的
舞
台
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
近

江
八
景
の
選
定
が
湖
南
に
偏
り
、
季
節
や
建
造
物
を
強
調
す
る
の

と
は
、
場
所
の
選
定
、
モ
チ
ー
フ
に
お
い
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

琵
琶
湖
全
域
に
分
布
し
て
い
る
点
で
は
、
戦
後
、
琵
琶
湖
観
光
促

進
の
た
め
に
選
定
さ
れ
た
琵
琶
湖
八
景
に
近
い
が
、
仙
境
を
求
め

た
『
環
湖
帖
』
と
観
光
開
発
を
め
ざ
し
た
琵
琶
湖
八
景
と
で
は
モ

チ
ー
フ
が
自
ず
と
異
な
る
。
琵
琶
湖
を
巡
る
文
化
史
上
、『
環
湖

帖
』
の
地
点
の
選
定
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

も
う
一
つ
は
、『
環
湖
帖
』
が
琵
琶
湖
の
失
わ
れ
た
風
景
を
留

め
て
い
る
点
で
あ
る
。
鎧
岩
は
道
路
の
た
め
に
開
鑿
さ
れ
今
は
完

全
に
消
失
し
た
。
ま
た
、
摠
見
寺
や
長
命
寺
周
辺
の
内
湖
も
失
わ

れ
た
。
伊
吹
山
は
今
も
削
ら
れ
て
い
る
。
琵
琶
湖
の
多
様
な
魅
力

（
変
化
に
富
ん
だ
地
形
、
景
観
、
生
物
）
が
失
わ
れ
た
点
は
残
念

に
思
う
。

　

本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
か
ら
写
真
が
十
分
に
載
せ
ら
れ
ず
、

附
さ
れ
た
詩
歌
の
解
説
も
で
き
な
か
っ
た
。
近
江
八
景
や
琵
琶
湖

八
景
と
の
違
い
の
分
析
を
含
め
、
稿
を
改
め
た
い
。

　
（
本
稿
は
、
平
成
二
十
二
～
二
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤

研
究
Ｃ
「
江
戸
期
の
漢
文
遊
記
の
研
究
―
懐
徳
堂
を
中
心
に
」〔
研
究

代
表
者
・
湯
城
吉
信
〕
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。）
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